



















































































えないのを幸ひに、目配せして之を引操くるやうにし、之を何気 い態に装ひ之は軽少で失礼で がと叮嚀に手渡しした であつた。（中略）　
帰り途には歩き〳〵
Bは秋元氏に向ひ、貴下は拙者に托して東西両京
の大家方に沢山の画を依頼し、謝 金やら材料費旅費迄相当 使ふて其希望を充たしてゐる に、今日に限 て可愛そうに眼の見えない方に前金を出し渋るとは、以て 外であり情けない ありませんか。一体画人は腕一本で全家を支へて居り、所謂支那流の漁父な ねど、一竿の釣徒よく数口 養ふと云ふ通り、他から見れば画人は品よく楽で呑気えませうが、此筆一本が一旦杜絶したな 万事休す 、実に苦しい境涯なのです。今春草の様子を見 何うも余程以前から盲目らしく、従つて画がかけなければ収入は無 、相当の貯でもあれば格別、左もな ば彼の一家の経済は立ちません。左すれば借金か人の恵み 暮 てゐるのでせう。実にお気の毒のことだ 其処で私は態々前金として上げたの







ことから成程と合点が行き、現在盲目 画人を不憫と想ひしものか将亦将来ある人と考へたのか兎に角春草を援やう 云ふ気になり 其生活費を貢がうと決心し、
Bには秘して月々廿五円ずつ一ヶ年も仕送りしたの







八が趣味であったという幡山のまさに吹奏する姿で、その背景には第三章でも紹介した寺崎廣業酔筆によ 老松 襖絵も見え 。　
右の幡山の回想を要約すれば、洒汀は春草に画作を依頼すべく、明治四一




































































































であるとするなら、秋元洒汀 これを寺内から入手 たことになるが、それなら何故洒汀は同展の終了後間もない明治四一年春に、わざわざ五浦まで作画の依頼に赴いたのだろうか。ちなみに先の鳥谷幡山の回想では 引用箇所より後に、洒汀の依頼画を指して「五浦当時の尺八絹本の筆墨料三十円」とあり、 《紅葉山水》の形状および細川護立の回想にある相場と齟齬しない。明治四一年一一月二八日付の書簡
（で完成が告げられた「御依頼相成候画」
挿図 （　菱田春草《林和靖》　茨城県近代美術館蔵
























がある。誰かと迎へて見れば紛れもない秋元氏であり招じて共に語る。時に君は文展を見ましたかと 問ひに、実はイの一番に見ました。デハ何か目 着きました 。ハイありましたドンナ画ですかと聞くからハハア是は謎をかけての心試めしと考へ 其処で
Bは率直に六曲屛風の落葉






























か少々傲岸であり、同僚にも余り好感を持 なか が眼病以来大いに悟つたものか性格一変 曽つて 美校時代校門を通る度毎に、生





























た美術研精会の主催で、上野韻松亭を会場として清国漫遊講話会が開催されているが、同年譜には第三回文展終了間際の明治四二年一一月二一日に、やはり韻松亭を会場として美術研精会第四〇回研究会が開かれたともあり、あるい 幡山はこれと混同 いる かもしれない。　
また《落葉》の代金を幡山は二百五十円としているが、 『美術新報』第九






































































作品解説で、渡辺美保氏が注意 促 四季山水》下図中の線描 よる落葉の存在は、 《落葉》制作の際の反故紙を《四季山水》の に再利用した可能性をうかがわせ 《四季山水》 制作時期が《落葉》と重な もしく




























































































悩まされ、神経の高ぶりを避けるために当面は面会 遠慮する旨が記されている。書中「二三ヶ月も静養 たし候へば御面語相叶ひ申すへくと存候」とあるが、結局病は快復しないまま、満三七歳を目前 した九月一六日、春草はその生涯を閉じることとなる。　
二日後の九月一八日に青山斎場で春草の葬儀は執り行われたが、おそらく
挿図 （　秋元洒汀と娘松子






















は、発起人の諸画家 揮毫による金屛風を売却してその代金を春草遺児の教育資金に充てるべく、天心・洒汀 井口庄蔵の三氏が各々屛風一双を寄附することを約したとあるが こ 記事 先立つ九月二〇日付の洒汀宛天心書簡（書簡
（）
にも、天心が屛風製作費一七〇円を小切手にて送る旨が記されて





















































































































































































































































































































拝啓御無沙汰仕候処愈／御清光奉賀候扨て予て／御依頼相成候画漸々今 ／出来致候間御送付申上候付 受領被 度候其後小生／病気も追々快方に相向申候／間御安心被下度候眼病も先／日来平癒とは不参候得共／殆と常人と異らず相成候故／先頃来執筆致居候然も 根源之腎臓病は慢性にて 急には回復覚束なく難義／致居候へとも目下寒気に相向居／ にも不拘格別変化も無之候／は幸にて幾分つゝ快方相成居 ／と医師も申 候付安心致居候／夫や是やにて本年は展覧 会出品も間に不合残念致候 先は右申上候御上京之節／御閑暇も御座候 ゝ見苦し き処に候得共是非 拝駕／願上 敬具
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